
人権啓発研究集会
部落解放研究第19回三重県集会

第28回

日　時

全体会 13:00~17:00　2月6日（木）　　　受付（11：00～）は各全体会会場で行います。

会　場

主　催

参加費2014年 2月6日(木)、7日(金)　 5,500円
(参加・資料代、税込み)

三重県外の参加者対象

ミニコンサート
　三重県立上野高等学校ギターマンドリン部

ミニコンサート
　三重県立上野高等学校吹奏楽部

許せる心が導く人生
伊藤 智也（元プロ車いすランナー）

フォトジャーナリストが見た
アジア・太平洋の環境と日本

伊藤 孝司（フォトジャーナリスト）

三重における部落解放運動のあゆみ
山口 由香里（部落解放同盟三重県連合会）

三重における部落解放運動のあゆみ
舘　龍二（部落解放同盟三重県連合会）

※各会場には駐車スペースがございませんので、公共交通機関、シャトルバス（事前申し込み制）をご利用ください。

組坂 繁之（部落解放同盟中央本部）

13:00~13:3013:00~13:30

13:30~13:30~
14:00~14:15

14:15~15:45
14:15~15:45

16:05~16:5516:05~16:55

●会場：三重県総合文化センター　大ホール●会場：四日市市文化会館　第１ホール
三重県内の参加者対象

三重県総合文化センター　
〒514-0061 三重県津市一身田上津部田1234
TEL:059-233-1111

第28回人権啓発研究集会・部落解放研究第19回三重県集会実行委員会

四日市市文化会館　
〒510-0075 三重県四日市市安島2-5-3
TEL:059-354-4501

全体会B

オープニングイベントオープニングイベント

開会行事開会行事
特別報告

講　　演

講　　演

講　　演講　　演

全体会A

参加申込方法 ●申込期限 2014年 1月24日(金)必着　
①各団体で参加者を集約し、部落解放同盟各都府県連合会にお申し込みください。

②個人参加の方は居住地の部落解放同盟各都府県連合会にお申し込みください。

③部落解放同盟各都府県連合会がない地域にお住まいの方は、右記の振込先に、参
加費をお振り込みください。その後、名前、連絡先（郵便番号、住所）、電話番号をご
記入頂いたものと、参加費の振込証明書（領収書など）を右記の送付先にFAX、ま
たは郵送してください。到着次第、参加券をお送りします。

事務局　部落解放同盟三重県連合会、公益財団法人反差別・人権研究所みえ、部落解放・人権政策確立要求
　　　　三重県実行委員会、公益社団法人三重県人権教育研究協議会、社団法人部落解放・人権研究所

りそな銀行桜川（さくらがわ）支店
普通預金０１７１１１４
人権啓発研究集会実行委員会

〒552-0001 大阪市港区波除4-1-37 HRCビル８F
（社）部落解放・人権研究所
人権啓発研究集会事務局宛
FAX.06-6581-8540（24時間受付）

振
込
先

送
付
先

※手話通訳等を必要とされる方は、お手数ですが１月24日（金）までに事務局にお知らせください。



分科会　9:30~15:30　2月7日（金）　　　

伊賀市同和問題解決に向けた生活実態調査
田中 克典（伊賀市人権生活環境部同和課課長）

三重県のあいつぐ差別事件
松岡 克己（部落解放同盟三重県連合会執行委員長）

組織の社会責任と人権　
　～ISO26000から3年、
　これからのSRと人権を考える～

田村 太郎（一般社団法人ダイバーシティ研究所代表理事）

障害者は避難所に避難できない ～災害と人権～
水谷　真（社会福祉法人AJU自立の家わだちコンピュータハウス所長）

人権行政とは何か？
友永 健三（社団法人部落解放・人権研究所理事）

インターネットと部落問題
中野 博章（奈良ふらっと市民会議代表） 調べられた土地　避けられた土地

　～土地差別調査の根絶に向けて～

DV加害者の実体から　
　～DVとデートDVの防止に向けて～

岩瀬 祥代（DV防止教育センター代表）

三重県内29市町へのアンケート調査から
原田 朋記（公益財団法人反差別・人権研究所みえ調査・研究員）

インターネットモニタリング事業の取組
伊賀地区における部落差別をはじめとするあらゆる差別撤廃に関する連絡協議会

土地差別問題の解決に向けて
コーディネーター　奥田　均（近畿大学・人権問題研究所教授）
パネリスト　松葉　剛（三重県県土整備部建築開発課班長）
　　　　　小牧 智之（公益社団法人三重県宅地建物取引業協会副会長）
　　　　　松岡 克己（部落解放同盟三重県連合会執行委員長）

デートDVに関するアンケート調査報告
滝石麻衣子（三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」主事）

伊賀市の人権施策の推進について
田中 稔美（伊賀市人権生活環境部人権政策・男女共同参画課係長）

三重県の人権施策の取り組み
岡村 益幸（三重県環境生活部人権課課長補佐兼班長）

近鉄四日市駅から徒歩10分、
JR四日市駅からタクシーで約8分

津駅から徒歩25分　事前申込制のシャトルバス
を運行します（裏面「申込みのご案内」参照）

伊賀市同和問題解決に向けた
　生活実態調査から見えてくるもの

松村 元樹（公益財団法人反差別・人権研究所みえ調査・研究員）

三重県宅地建物取引に関する
　人権問題の実態調査から見えてきたもの

松葉　剛（三重県県土整備部建築開発課班長）

土地差別問題の現状と課題
奥田　均（近畿大学・人権問題研究所教授）

企業経営と人権・同和問題　
　～CSRの視点をふまえて～

北口 末広（近畿大学教授）

グローバル企業と人権　
　～社内人権研修の取り組みから～

高木 千早（住友電装株式会社人事部）

一人ひとりが主人公「知的障がい者が企業で働く」
中堀 良子（ブリヂストンケミテック株式会社名張製造部プレセット指導員）

ともに生きるために
松田 愼二（NPO法人ピアサポートみえ理事長）

会場：第1ホール 会場：大ホール

会場：第２ホール

会場：第３ホール

●四日市会場：四日市市文化会館

●四日市会場案内図

●津会場：三重県総合文化センター
第1分科会　部落問題入門Ⅰ 第4分科会　部落問題入門Ⅱ

第2分科会　人権問題入門

第3分科会　人権行政・同和行政
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会場：小ホール第5分科会　SRと人権

●津会場案内図

＊お好きな分科会を選んでご参加ください。
＊午前＝9：30～11：30、午後＝12：30～15：30。分科会によって変更される場合があります。



フィールドワークコース
２月７日（金） 9:00～16:00　事前申込制

フィールドワーク申込方法

保健室から「差別」を考える　
　～貧困、虐待、いじめがない社会を求めて～

植西 和子（元小学校養護教諭）

山本 命（松浦武四郎記念館学芸員）
味岡 一博（三重県人権センター嘱託員）

谷崎 仁美（四日市市環境学習センター）
山本 勝治（四日市再生「公害市民塾」）
澤井余志郎（公害を記録する会）
野田 之一（四日市再生「公害市民塾」）

●１月８日（水）締切　
　 ※各コース定員５０人。申込多数の場合は抽選となります。

●参加費　5,000円(移動費、昼食代、資料代、税込み)

●FAX送信先　人権啓発研究集会フィールドワーク係
　　　　　　　FAX06-6581-8540

　松浦武四郎記念館では、北海道の名付け親と言われている松浦武
四郎の姿勢や、足跡を通してアイヌの人々の文化やくらしについて学
びます。
　三重県人権センターは、被差別の立場におかれた人々の姿から差
別の現実を正しく伝え、そのなかで差別を克服していく歩みなどを紹
介しています。

　石油化学コンビナートの操業に伴い発生した工場排水による海の
汚染や、大気汚染物質の排出による「四日市ぜんそく」。この四日市ぜ
んそくの患者が工場を相手に争った四日市公害裁判判決から40余年。
　公害問題に向き合ってきた人たちから公害体験を聞き取り、歴史と
現状、さらに未来への展望について学びます。

名前、所属、連絡先（郵便番号、住所）、電話番号、FAX番号、希望する
フィールドワークコース名を書いて、FAXにてお申し込みください。

※定員に限りがありますので、おひとりずつお申し込みください。
※フィールドワークの参加には、集会参加費とは別に、フィールドワー
　ク参加費が必要です。
※最後まで参加できる方に限ります。
※フィールドワークの解散場所は、コースⅠは津駅、コースⅡは近鉄四日
　市駅です。なお、交通渋滞等による影響で若干終了時間が変動する
　場合がございますが、予めご了承ください。
※集合場所等の詳細については、1月17日（金）までに参加される方
　に直接ご連絡いたします。
※お申し込みの際の個人情報は、講座の運営上の目的以外には使用い
　たしません。

社会的排除の現状と包摂の可能性
五石 敬路（大阪市立大学大学院創造都市研究科准教授）

ヘイトクライムの現状と法的規制の必要性
金尚均（生徒保護者、龍谷大学教授）

子どもと創る人権空間
舩見 雪絵（伊賀市立中瀬小学校）

ソーシャルワークとしての就労支援から
　早期発見・早期支援へ

西岡 正次（豊中市市民協働部理事）

障害者差別解消法の意義と今後の課題
尾上 浩二（NPO法人DPI(障害者インターナショナル)日本会議事務局長）

連携で進める野洲市の生活困窮者支援
冨田 尚秀（野洲市市民部市民生活相談課課長）

水平社博物館前の差別街宣と裁判結果
伊藤　満（部落解放同盟奈良県連合会）

人権が大事にされる小・中学校づくり
　～「取組状況調査結果」からみえる課題をどう克服するのか～

桒原 成壽（公益社団法人全国人権教育研究協議会副理事長）

現場からの実践報告（交渉中）

差別禁止に関わる法整備がなぜ必要か
師岡 康子（大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター）

差別禁止法研究会の紹介及び
　差別禁止法市民活動委員会からの報告

谷川 雅彦（社団法人部落解放・人権研究所理事兼事務局長）

会場：多目的ホール

会場：第１ギャラリー

会場：第２ギャラリー

第6分科会　人権教育・同和教育

第7分科会　生活困窮者対策の新たな動向

三重県の人権啓発拠点施設から学ぶ　
～人権が尊重される三重をつくるために～

コ
ー
ス
Ⅰ

四日市公害から学ぶ
～今こそ語り継ぐべきこと～

コ
ー
ス
Ⅱ

第8分科会　差別禁止法制定を求めて
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啓発冊子・グッズ等の展示・配布コーナーの設置と
人権啓発視聴覚教材の制作に関するアンケートへのご協力のお願い

　参加者のみなさまが、今後、人権啓発の取り組みを実施する際に参考となる啓発冊子・グッズ等の展示・配布コーナーを設けます。
展示・配布物をご提供頂ける団体様は以下の要領でご協力をお願いいたします。
　また、あわせて人権啓発のための視聴覚教材に関するアンケートを行います。2012年度～2013年度に新しく制作された視聴
覚教材の情報を以下の要領でお寄せください。集約した内容は当日配布する「受講者ノート」に掲載いたします。

三重県総合文化センター、四日市市文化会館
近年各地の人権啓発センター、自治体、企業、宗教団体、運動団体等で作成された啓発冊子・グッズ等

展示会場

下記の項目を明記いただき、１月８日(水)までにFAXでご連絡ください。
　　　　　　　　　　  団体名、連絡先(郵便番号、住所)、電話番号、FAX番号、ご提供頂ける啓発冊子・グッズ、部数等
　　　　　　　　　　  折り返しアンケート記入用紙をお送りします。団体名・ご連絡先を下記へお知らせ下さい。

展示・配布内容

視聴覚教材アンケート
啓発冊子・グッズ

FAX送信先
第28回人権啓発研究集会  展示・配布コーナー／視聴覚教材アンケート係
FAX.06-6581-8540 ※後日、啓発冊子・グッズ等をご送付頂く住所等をご連絡いたします。

※ご提供頂いた啓発冊子・グッズはご返却できませんので、予めご了承ください。24時間受付



部落解放・人権政策確立要求三重県実行委員会、部落解放同盟三重県連合会、部落解放三重県民会議、日
本労働組合総連合会三重県連合会、全日本自治団体労働組合三重県本部、三重県教職員組合、三重県職

員労働組合、NTT労働組合東海総支部三重分会、大和ハウス工業(株)三重支店、(株)百五銀行、中部電力(株)三重支店、三重交通(株)、NTT西日本(株)三
重支店、(株)赤福、同和問題にとりくむ三重県宗教教団連帯会議、(公財)反差別・人権研究所みえ、(公社)三重県人権教育研究協議会、伊賀市人権・同和教
育研究協議会、三重県農業協同組合中央会、三重県漁業協同組合中央会、三重県商工会議所連合会、三重県商工会連合会、三重県中小企業団体中央会

部落解放同盟中央本部、同和問題に取り組む全国企業連絡会、(公社)全国人権教育研究協議会、『同和問題』にとりくむ宗教教団連帯
会議、三重県、三重県教育委員会、三重県市長会、三重県町村会、桑名市、桑名市教育委員会、いなべ市、いなべ市教育委員会、木曽岬

町、木曽岬町教育委員会、東員町、東員町教育委員会、四日市市、四日市市教育委員会、菰野町、菰野町教育委員会、朝日町、朝日町教育委員会、川越町、川越
町教育委員会、鈴鹿市、鈴鹿市教育委員会、亀山市、亀山市教育委員会、津市、津市教育委員会、松阪市、松阪市教育委員会、多気町、多気町教育委員会、明
和町、明和町教育委員会、大台町、大台町教育委員会、大紀町、大紀町教育委員会、伊勢市、伊勢市教育委員会、鳥羽市、鳥羽市教育委員会、志摩市、志摩市
教育委員会、玉城町、玉城町教育委員会、度会町、度会町教育委員会、南伊勢町、南伊勢町教育委員会、伊賀市、伊賀市教育委員会、名張市、名張市教育委員
会、尾鷲市、尾鷲市教育委員会、紀北町、紀北町教育委員会、熊野市、熊野市教育委員会、御浜町、御浜町教育委員会、紀宝町、紀宝町教育委員会、三重県人
権啓発懇話会、(社福)三重県社会福祉協議会、三重県民生委員児童委員協議会、(公社)三重県宅地建物取引業協会、(公社)全日本不動産協会三重県本部、
三重県人権擁護委員連合会、(一財)三重県老人クラブ連合会、(株)伊勢新聞社、朝日新聞社、毎日新聞津支局、中日新聞社三重総局、読売新聞社、産経新聞
社、(株)中部経済新聞社、時事通信社、NHK津放送局、中部日本放送、東海テレビ放送、三重テレビ、メ～テレ、中京テレビ放送株式会社、三重エフエム放送

【お問い合わせ・お申込み先】

第２８回　人権啓発研究集会

■宿泊・弁当・シャトルバス申込書 お申込み締切日

【振込先】

㈱中部トラベルサービス　啓発集会担当
〒5110-0808　三重県桑名市下深谷部4706-2
TEL.0594-33-6577  FAX.0594-33-6576

第三銀行　　七和支店（ナナワ） 
普通預金口座　　２４０３２２４ 
㈱中部トラベルサービス 

三重県内の方
公益財団法人反差別・人権研究所みえ(ヒューリアみえ)
〒514-0113　三重県津市一身田大古曽693-1
TEL.059-233-5525  FAX.059-233-5526

三重県外の方
社団法人部落解放・人権研究所
〒552-0001　大阪府大阪市港区波除4-1-37　HRCビル8F
TEL.06-6581-8576  FAX.06-6581-8540

●お問い合わせ

ご宿泊・お弁当申し込みのご案内

ＦＡＸ送信先　FAX0594-33-6576

申込区分 部屋タイプなど 料　金 地　区
A ビジネスホテルシングル ￥6,500～￥8,000 津市内
B ビジネスホテルシングル ￥8,000～￥9,500 津市内
C ビジネスホテルシングル ￥6,500～￥8,000 四日市市内
D ビジネスホテルシングル ￥8,000～￥9,500 四日市市内
E ビジネスホテルシングル ￥5,500～￥8,000 津市隣接市
F ビジネスホテルシングル ￥5,500～￥8,000 四日市市隣接市

取消日 ８日前まで ７日前～前々日 前日 宿泊日当日
取消料 無料 30% 50% 100%

お申込者
代表者氏名

（フリガナ） 関係書類
送付先

〒

TEL(   　)  　　  　－      　　　　FAX（　　　）    　　ー    　  　　　　携帯（　　　）    　　－

①宿泊日：２０１4年２月６日（木）
②宿泊地：津市・四日市市を中心とした近鉄沿線の市（電車で３０分以内の距離）
　※ビジネスホテルのシングルルーム中心に朝食付にて斡旋します。
　※ホテルのランク別に申込区分が分かれております。
③宿泊料金は、１泊朝食付・税・サービス料込の料金です。

◎変更・取消について
　※弁当の取消は、２月５日以降の場合、全額を申し受けます。
　※宿泊の変更・取消については、下記に従い取消料を申し受けます。
　※変更・取消に伴う払戻(返金）は、集会終了後となります。

＜備考＞※変更・取消が生じた場合、お申込みの際の申込書に、変更内容を記入（訂正）のうえ、ＦＡＸにてご連絡下さい。
　　　　※ご記入頂いた個人情報は、手配・手続きに必要な範囲内で利用させて頂きますと共に、弊社からの事務連絡の為にのみ使用致します。

予約等の連絡方法はFAXのみになります。
下記必要事項をご記入の上、FAXでお送り下さい。

　※料金表のA～Fの中から「第一希望」「第二希望」を申込書に記入の上、１月
　　１５日までにFAXにてお申し込み下さい。
　※受付は、先着順とさせて頂きます。ご希望に添えない場合もありますのでご
　　了承お願いします。
④２月６日(木）の全体会、及び２月７日（金）の分科会会場での昼食
　弁当の予約を承ります。
　<１食　1,000円(500ｍｌのお茶付・税込）>
　※各会場周辺には、飲食施設が少ないため、お弁当のお申込みをお勧めします。
⑤シャトルバスのお申し込み<往復乗車600円、片道約5分>
　津駅から三重県総合文化センターまでのシャトルバスを運行い
　たします。発着時刻等は申し込みされた方にご案内します。
　旅行業法により、事前申込みをされた方のみご利用いただけま
　す。当日申込みはできませんのでご了承ください。

⑥宿泊・弁当のお問い合わせ・お申し込み先
　下記「宿泊・弁当・シャトルバス申込書」に必要事項を記入の上、所
　属団体または個人毎に１月１５日(水）までに、FAXにて下記まで
　お申し込みください。
　※宿泊確認書及びお弁当券・請求書は、郵送させて頂きます。

2014年１月15日（水）

（フリガナ） 性別 　希望宿泊タイプ
弁　　当 シャトルバス 備　　考

氏　　名 男 女 第1希望 第2希望

例 三
ミ エ

重　太
タ

郎
ロウ

○ A B 2/6 2/7 2/6 2/7

1

2

3

現地実行委員会構成団体

後援団体


